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日本の立場中ソ対立の将来と
一一一 一一一一

だく3I>中ソ対立の永続に望みを賭ける日本外交。

今こそ主<JI>が対立は改善の方向に進んでいる。

主住
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小Y
対立は
今日 、法さに
小ソ
冷戦と見

なし
得る
栂限状態にあ
り ‘
それだけに反

而では 、中国の
将来の
変化の
可能性と
表

裏して
中ソ
関係の
変化の
可
能性が底測さ

れ
るの
も当
然であろ
う。しか
も、
こ

れま

で 、中ソ
対立は 、つ
ねに小悶
共産党
内郊

の
路線闘争と相
閥的であっ
たし、
その
真

偽はともか
く、
ヱ
明 、
印刷 、
拶仙悩刷出、
劉

少先川、
林彪ら
中同共旅
党の
路線闘争の
敗

北
行は、一
憾にソ
巡との
関係

を指摘され、

断
罪されてきたのであっ
た 。
少なくと
も 、

小国
共産
党内部の

対ソ
認識・

対ソ
政策が

党
内の
路線闘争と大いに
密接な
関係

を形

成してきたこ
とは
否定でき
な

い
で

あ
ろ

う c
山中ソ
関係がこうしてい
わば恒
常的に

小国共産
党の
内部にピルト・fン
されて

きた
その
臆史的経総は 、やはり無悦し
符

ないのであ
る

だが、
もし
も小ソ
関係の
変化があり
仰

るとした
ら 、それはどの
制制度の
凶係改
持

なのであ
るのか。

アメリカが
その
世界政

策
を絵本
的に
修正せざる

を仰ない
よう
な

小ソ
関係の
変化がはたしてあ
り
得るのか

どうか 。
日本の
安全保障

を脅かすほどの

中ソの一
枚法的団結が
再来す
るのであろ

うか
。

－』れらの
問題

を予測するには 、

て
も小ソ
対立の
憐治的性絡

を泌総し、
そ

れを力法命的に格即しておか
なけ

ればな

ら
hrw
い

。

さて、
今uの

中ソ
対立は 、
次の四つの

レ
ヴェ
ルの

対立
構造が屯
照的に一
体化し

てい
るところ
に．
その
深刻な歴史的意味

をUするといえよ
う
。すなわ

ち 、
①民族的

対立ないしはナショ
ナ
リズムの
相刻 ・
②

凶家的対立ないしは国
家エ
ゴ
イズムの
対

立 、
③イデオロ
ギー
的対立ないしは
教義

上の
由民端民白川同士
的対立、
＠政府
間の

対立

ないしは外交上の
対立であ
る。

この四つ

のレ
ヴェ
ルの

対立は 、それぞれe
EC
S・

g－
E
r
g

gロ
2
5・

＠帥
g
s・
g－帥
E開
g
三－

tn
F

＠
宮司
ミ・
5・
宮
ユ同

22
2
5・

＠開
2
a・

2
3
3
Z
OE
伺
O
Z
3
3
2同
ロ
ロ
コ
2
2・

と
い
い

かえるこ
と ．かできよう。

第一
に、

もっ
とも線深く 、いわば
宿命

的な対立ともい
え
る
EC
S・g・
2
53

8＝主立
にかん

していえば 、
およそ近・ニ

百年米の
泌民族とロ
シア
民族との
川合い

の
歴史はきわ
めて
欣僚の
多い
ものであっ

た
。この場

合 、ユ
ーラシア

大
陸

を縦断し

て二つの
巨大な民
族
が
存
在し、しか
も

両者の
中間に
は

あ
る
種の
「中間地帯」

（－E0
5a
EO
Nosn｝
として
広大なモン

ゴ
ル
民肢の
泌住空間が作化してきたこと

中I>体的な外交戦略を用意すべきなのだ。

と
うし

噴
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が 、
こ
の
「
小
川
地
術」
を
め
ぐ
る
攻
防
と
角

遂
に
と
も
な
っ
て 、
同
右
の
民
族
的
対
立
を
さ

ら
に
刺
激
し
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る 。

こ
の
こ
と
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
第
二
の

M
g
s－
SEM
E
8
822
5
は 、
同
境
や
Mm
・中い
を

め
ぐ
る
対
立
と
し
て
歴
史
的
に
存
続
し
っ ．つ
け

て
き
た
の
で
あ
り 、
そ
れ
は
ロ
シ
ヤ
革
命
の
成

功
の
の
ち
カ
ラ
ハ
ン
宜
三
（一
九一
九
年）
と

し
て
示
さ
れ
た
レ
l

ニ
ン
主
必
的
向
際
主
義
の

精
神
を
軽
く
押
し
流
し
て
し
玄
っ
た 。
や
が
て

一
方
に
お
け
る
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
の
形
成
と
他

方
に
お
け
る
色

沢
米
主
義
の
拾
頑
は 、
相
互
の

ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
な
い
し
は
図
家エ
ゴ
イ
ズ
ム

を
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

に
よ
っ
て
裏
打
ち
す
る
こ
と

と
な
り 、
こ
の
対
立
は
さ
ら
に
排
他
的
な
も
の

に
な
っ
た 。
一
般
に
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
や
外
交

w l
市V
E
は 、
外
交
凶
係
な
い
し
は
政
府
間
の
対

立
を
「
国
家
的
対
立」
と
い
う
よ
う
で
あ
る

が 、
私
が
こ
こ
で
指
摘
す
る
師
EOB
S－帥
Em

gコ2
5
と
は 、
民
族
主
義
と
そ
れ
を
正
当
化

す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

に
必
打
ち
さ
れ
た
国
家
意

織
の
品川一必
が
も
た
ら
す
凶・
米
的
対
立
と
い
う
立

味
で
あ
り ‘
い
わ
ゆ
る
国
家
間
の
関
係
や
外
交

凶
係
と
い
う
場
合
の
そ
れ
で
は
な
い
（
そ
れ
は

紙の
範
織
の
＠で
あ
る） 。

第二一
の
宮『
午
ga
宮『
G
n
g2
5
は 、
一

九
五
六
年
以
来
の
中
ソ
論
争
に
見
ら
れ
る
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー

対
立
か
ら
今
日
の
中
ソ
両
共
産

党間

の
対
立
に
い
た
る
状
況
を
差
す
も
の
で
あ
る

が 、
こ
の
レ
グZ
ル
の
対
立
は 、
小
ソ
の
対
立

附
迭
の
な
か
で
は
論
内
的
に
は
司
変
的
な
も
の

だ
と
考
え
ざ
る
を
紛
な
い 。
中
ソ
関
係
が
し
ば

し
ば
中
ソ
両
共
姥
党
｛
と
く
に
中
国
共
庖
隼
の

党
内
制
φ
と
相
関
的
で
あ
る
こ
と
も
含
め
て 、

党
内
闘
争
の
推
移
や
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ

プ
の
変
化

に
よ
っ
て 、
こ
の
レ
ヴ
ェ

ル
の
中
ソ
関
係
に
は

変
化
の
司
能
性
が
つ
ね
に
存
在
す
る 。

筑間
の
伺O
S2ヨ
E
20・同0
5
3ヨ
gF

noコ2
5
は
党
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
交
符
や

変
遷
に
従
っ
て
当
然
変
動
し
得
る
ば
か
り

か 、

当
面
の
国
際
関
係
の
推
移
い
か
ん
に
よ
っ
て
も

変
化
す
る
部
分
だ
と
脅
え
ね
ば
な
ら
な
い 。

政
府
問 、
党
問
で
改
善
進
む
中
ソ
関
係

わ
れ
わ
れ
は
小
ソ
関
係
に
つ
い
て 、
以
上
の

よ
う
な
理
論
的・
方
法
論
的
な
把
握
を
お
こ
な

っ
た
の
ち 、
中
ソ
凶
係
の
変
化
の
司
能
性
を
は

じ
め
て
よ
り

共体
的
に
展
宅
す
る
こ
と
が
で
き

よ
う 。
そ
し
て 、
以
上
の
諸
点
か
ら
す
れ
ば 、

民
族
的
対
立
と
し
て
の
中
ソ
関
係
は
半
永
久
的

に
和
解
し
が
た
い
よ
う
に
思
わ
れ 、
国
家
的
対

立
と
し
て
の
中
ソ
関
係
も 、
迷
い
将
来 、
中
ソ

両
国
の
社
会
的・
政
治
的・
経
済
的
落
差
が
解

消
さ
れ
で
も
し
な
い
か
ぎ
り

和
解
し
が
た
い
け

れ
ど
も 、
③
の
レ
ヴ
ェ

ル
の
党
と
党
と
の
関
係

は
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ
プ
が
変
わ
れ
ば
変
化
の
可
能

性
が
お
り 、

政
府
間
の
凶
係
は
つ
ね
に
変
化
の

可
能
性
が
あ
る
と
要
約
で
き
よ
う 。
た
だ
し 、

今
日
の
中
ソ
対
立
は 、
ま
さ
に
毛
沢
東
の
強
烈

な
反
ソ
意
織
を
基
紬
に
し 、
そ
れ
に
対
抗
す
る

ソ
辿
の
政
策
を
基
盤
と
し
て ‘
以
ヒ

の
問
つ
の

レ
グェ
ル
の
対
立
関
係
が
訊
照
的
に
一
体
化

し 、
そ
の
頂
点
に
透
し
て
い
る
状
況
だ
と
理
解

す
る
こ
と
が
で
き
る 。
し
た
が
っ
て 、
毛
沢
東

の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
フ
の
も
と
で
は
中
ソ
和
解
は

絶
対
的
に
凶
慨端
で
あ
っ
た
ば
か
り

か 、
将
来 、

今
日
の
毛
沢
東
型
の
対
ソ
認
泌
を
継
承
す
る
リ

ー
ダ
ー

が
中
国
共
和陀
党
の
後
継
指
導
体
制
を
引

き
つ
ぐ
場
合
に
も 、
山・
ソ
和
解
は
き
わ
め
て
凶

幾
だ
と
い
え
よ
う 。

そ
し
て
こ
の
場
合
に
＠
の
可
能
性
の
な
か
の

同
際
関
係
が
も
た
ら
す
イ
ン
パ
ク
ト 、

た
と
え

ば
米
中
凶
係
が
．忠
化
す
る
と
い
う
よ
う
な
状
況

が
存
在
す
れ
ば 、
＠
の
レ
グ
Z

ル
の
範
囲
内
で

一
向た
程
度
の
中
ソ
関
係
が
改
誹甘
さ
れ
る
こ
と
は

理
論
的
に
も
十
分
考
え
得
る
と
こ
ろ
で
あ
る 。

さ
て
中
国
で
は
現
在 、
す
で
に
日比
た
よ
う
に 、

内
政
的
に
は
非
毛
沢
市品
化
が
大
き
く
進
展
し
つ

つ
あ
り 、
こ
の
潮
流
は
も
は
や
逆
転
し
か
ね
る

も
の
で
あ
る 。

こ
う
し
た
潮
流
の
主
導
宥
で
あ
る
郡
小
平
の

リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
フ
と
そ
の
将
米
は 、
彼
が
今
日

の
中
国
に
と
っ
て
不
可
欠
の
存
在
で
あ
り
な
が

ら 、
そ
の
強
烈
な
個
性
が
し
ば
し
ば
同
僚
と
の

不
協
和
音
を
も
た
ら
す
而
が
あ
る
と
は
い
え 、

さ
し
あ
た
り 、
次
の
叩州市…
を
山T
Y
関
係
と
の
点

で
沌
U
し
て
お
く
必
泌
が
あ
る 。
す
な
わ
ち
郷

小
平
は
か
つ
て一
九
五
六
年
に
非
ス
タ
ー
リ
ン

化
を
敢
行
し
た
ソ
連
共
産
党
第
二
十
四
大
会
に

出
席
し
た
の
ち 、
そ
の
年
の
中
国
共
産
党
八
企

大
会
で
は 、
党
規
約
改
王
報
告
を
お
こ
な
っ
て

個
人
崇
拝
の
弊
答
を
厳
し
く
指
淵押
し
た
過
去
を

も
つ
こ
と 、
」ハ

0
年
代
前
半
に
は 、
た
と
え
ば

－
九
六
二
年 ．
以
の
小
ソ
会
談
に
山
附
し
て
ス
l

ス
口
フ・
ソ
述
共
和陀
党
政
治
品
μ
と
ま
つ
こ
う

か
ら
対
立
し
て
帰
国
す
る
な
ど
中
ソ
論
争
の
先

頭
に
立
ち
な
が
ら
も 、
一
方
で
は
ヴェ
ト

ナ
ム

戦
争
に
際
し 、
ソ
述
と
の
統一
戦
線
の
形
成
を（中悶党理論家郷小耳l)

.31 



唱えて
失脚し
七五
年に
復活し
た
経
瑞
卿

（川総謀長 ・
当時）
戦時の
支持行であっ
た

こと ．
この
点で 、y
述を社会主
義社会と

はみな
さず 、ソ
連との
反常統一
戦線の形

成を峻拒した
毛沢京の

対y
制限とは 、
線本

的に
災なっ

てい
るこ

となど
を忽起すべ
き

であろ
う。

したがっ
て．
小川
内政との
附辿で中ソ

関係
をけ凡るか
ぎリ 、政
府間関係はもと

よ

り党と
党との
関係に

おい
ても 、
中ソ
関係

が
改者され得る．品店悶が成熟しつつ

あ
るこ

と
を注Hし
なけ

ればなら々
い

。
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こ
うした条
件の
成熟によっ

て、
中国側

は
少なくとも 、八0年代の
国
際関係

をつ

ねに，ソ
辿カ
ード’

を芯
似しつつ
形
成し

ようと試み
るであろ

う。歴史的な
米
中国

交樹立にもかかわ
ら
ず 、アメ
リカ

議会が

圧倒的多数で
「台湾関係
法」

を成立
させ

たこ
とは 、
中国の
予想外のこ
とであっ
た

であろ
うし、

こうした
状況に直面して、

中国は 、こ
の
容の中ソ
友好同
盟相互
援助

条約の
廃繋泊併を、
きわ
めて
依市にお・』

� 

， ，． 

なっ
てソ
述を必要以上に刺戟するこ
と

を

避け 、
中ソ
次
官レベ
ル

の
交渉へ
とチャ
ネ

ル
を聞い
たのであっ
た

。この
事例は 、
中

国が
すでに，ソ
述カ
lド’

を手中にして

い
るこ

と
を示したので
あ

り 、
nソ

速カ
ー

ドu
をU以後的に
侶っ

てい
るのはやはり巾・

国
自・リであ

るこ
と

をわ
れわ
れはつ
ねに
河附

議して
ゆか
なけ

ればならない
。

もと
より 、
当而の中
国
は 、「悶つ

の
現

代
化L
企法行するうえで
も 、n本 、γ・メ （準国鈴・中国共産党主席）

リヵ 、
西
欧諸国などへ

の
依存

を必
要と
し 、

この点で
も中ソ
関係の
改選は
無理であろ

うとの一
般的推測も可能であろ
うし、「問

つ
の
現代化」

の
過程にはなお
多くの
内政

上の困難が
予想されるだ
けに 、
ひ
きつ
づ

き
「敵」

を必
裂とするであろ
うとの
観
測

もで
きなくはない。

しかし
、すでに見た

よ
うに 、

中ソ
対立の
構造的役絡と
歴史的

な経過に
照したとき 、中ソ

対立には 、い

まやその
変化の
可能性

を支える
条件が
大

きく成熟しつつ
あ
るこ

と
を無視で
きない

のであ
る。
こ
の点で私
個人は 、中国の
当

副の
「四つ

の
現代化」
政
策がお
そら
くさ

らに
大きな
困難に直萌し、
西側諸国との

関係
にももはや新鮮さがな
くなるであろ

う一
九八五
年以
降の八0年
代後半 、中
国

は
郷小

平らの
川
幹部の
交科則で
もあ

るだ

けに 、
中ソ
関係に顕著な
変化が
生ずる可

能性があ
るのではない
かと
考えてい

る。

この
時期は 、
今日 、
軍拡路線

をつづ
け ‘

紛倒的な対アジア
窓
本戦時を行
使してい

るソ
述の
軍拡路線が 、
予
恕されるソ
述経

淡の
成長の
低下との
閃述で
大きな転
換を

迎える時期とも一
致する。

こ
うして、
小

ソ
両国が
深刻な経済的困難に
陥っ
た
と

き 、
今日の
ような中ソ対立

をひ
きつづ
き

両者は継続するであろ
うか。

ところ
で 、中y対立の
永続性へ

の
希盟

こ
そ 、アメリカ

の
今日の
世
界政策の
基制

であろ
うし、わ
が国として
も中ソ
関係の

は
必が
外
火上の
件以になり
得るだけに 、

｜放送批評�－1�0�.：発行・放送批評懇談会
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と志向”のドキュメンタリー／市岡康子陸にあが

った河童のドキュメンタリー／正賀拳久 姿勢と
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ュメンタリスト、 桜息の条件／新井和子 美しく

て哀しい世界を錨きたい／木村栄文わが、ドキュ

メンタリー均座談会／吉永容子・村木知之・岡本博

「引揚港博多il"JJIここだわって／上線隆 、出会いφ

と、発見。を求めつづけた15if.／鈴木久雄 ブラウ

ン管の中の同僚たち／エ穣敏樹＊あたりまえのひ
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，ー

その
ような希望を托するこ
とにい

ささか

馴れきっ
てしまっ
てい
る。

だ
が、

山－Y
対立の
出明治

をその
師此
史的性

絡へ
の
主体的な
篠近の
冶理と方法を欠い

たままその
ような
希望に
賭けてい

るか
ぎ

り、この
希望を脅か

すいか
なる些細な
兆

候にも、
周虫甘い狼狽せ
ぎるを符ないで

あろ

・
「，，。

情
勢
の
変
化
に
耐
え
る
日
本
外
交
の
主
体
戦
略
を

国
際共産主義巡動も社
会主
義指闘聞の

関係も 、
その
変化の
振幅の
大き
さという

点で、一
般の国
際関係と
変るところ

がな

い。
わ

れわ
れは
今u 、

中ソ対立の
長い
期

間にわ
たっ
てた
え
ず中国の
信頼すべ

き唯

一
の
友邦であ
り 、代弁者であっ

たアルパ

ニ
ア・か中国と
激し

く対立し、中国
共産党

を
焔却してい

るとい
う
驚くべ

き
判明尖に
出

A口っ
てい
る。

同時に、「現代修正主義」
批判と

い
う

点で一
方における中国の
宿
敵で

あ
り 、
自

己の
懐中の
存在で

もあ
るようなアルパニ

アからの
非難に
も手

を焼いてきたユ
ーゴ

ス
ラビ

アのチ卜l大統領が、
その
最晩
年

にい
たっ
て中
間

を紡問し大歓迎
を受けた

ばか
りか
、万里の

口火械か
ら
遠く北方

を望

ん
で万
感胸に
迫っ

た、との
歴史の
皮肉を

つい
紋近日
察した

ばか
りで

あ
る。

さて、ここ
で
最後に中ソ
関係にたい

す

る日米両国の立場
には、
今日の
反
「覇権」

連合とも見られる米・日・中のコ
アリシ

ョ
ン

にもかかわ
ら
ず、
線本

的な立場の
相

泌が存在するこ
と
を指摘しておきたい。

京アジアに位
位する日本が中ソ
両闘に対

応すべ
き
角度は、
世
界的大国として一
方

でヨ
ーロッパ
・大西洋

地成
を中
心と

する

デタン
ト

外交 、
他方で

はアグア・
太平
洋

地
減
において反「
新
格」

外
交を

展
開

し
得

なかしま みねお
昭和！Hp長野県生れ 東京大
学大学院 ｛国際関係鎗）本
主著「貌f l:中国鎗J「中向�
の検佐J「中国を見つめてJ

「現代中間 と国隊関係」
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